
令和５年  ６月１９日 
  

広 島 信 用 金 庫 
 
 

第７８期 通常総代会 について 
 
 

広島信用金庫（理事長 川上 武）では、本日（６月１９日）開催の、第７８期通常総代会

において、下記の事項を報告ならびに決議しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．令和４年度（第７８期）決算概要  
  
（１）業容について  
   
 
 
   預金は、内容の充実を第一に地域に密着した営業活動を推進いたしました結果、前期

比２３９億円増加し、期末残高は１兆６，４０９億円となりました。 
    貸出金は、地域経済の活性化を図るため地域の皆さまの資金ニーズに積極的に対応い

たしました結果、前期比１９１億円増加し、１兆５６１億円となりました。 
 
（２）利益について  
 
 
 
 
 
 
     
   貸出金利息の減少などにより、経常収益は前期比２億８６百万円減少となりましたが、

経営全般にわたる業務の合理化に努めました結果、本業での収益力を示すコア業務純益

は前期比１３３百万円増益の４５億円となりました。貸倒引当金の積み増しなどにより

経常利益は２６百万円減益の３８億７百万円、最終利益である当期純利益は、９６百万円

減益の２７億５３百万円となりました。 
 

 

 

 預   金   １，６４０，９７２百万円 （前期比 23,920 百万円増 1.4％増） 

 貸 出 金  １，０５６，１２８百万円 （前期比 19,180 百万円増 1.8％増） 
 
 

 経 常 収 益  ２０，４１５百万円 （前期比   286 百万円減  1.3％減） 

 実質業務純益   ４，３２８百万円 （前期比    82 百万円減  1.8％減） 

 コア業務純益   ４，５３４百万円 （前期比   133 百万円増  3.0％増） 

 経 常 利 益      ３，８０７百万円 （前期比    26 百万円減   0.6％減） 

 当 期 純 利 益      ２，７５３百万円 （前期比     96 百万円減   3.3％減） 



（３）不良債権の処理状況について 
 

        資産のさらなる健全化をはかるべく、厳格な自己査定にもとづく不良債権の処理を

行いました結果、令和５年３月期における不良債権処理額は、１３億７３百万円（前期

比３億２２百万円増、３０．６％増）となりました。 

（４）信用金庫法および金融再生法による開示債権について 

                                （金額単位：百万円） 

 

      

開示額 担保・保証等 貸倒引当金 保 全 率 

③  ② ③ （②＋③）／① 

破産更生債権等     2,254     692   0 1,561   100.0％ 

危 険 債 権           25,495    14,141     5,220   075.9％ 

要 管 理 債 権             134       80   0   11   068.5％ 

 
三月以上延滞債権      32      31       1   100.0％ 

貸出条件緩和債権 101 48 10 58.4％ 

小    計    27,884    14,914     6,793    77.8％ 

正 常 債 権   1,033,269 
 

合  計   1,061,154 

    信用金庫法および金融再生法上の不良債権額は、２７８億８４百万円（前期比２４

億４４百万円増、９．６％増）となり、不良債権比率は前期比０．１８ポイント上昇し、

２．６２％となりました。なお、不良債権額のうち７７．８％は、担保・保証等および

貸倒引当金により保全がはかられております。 

（５）自己資本比率（国内基準）について 
  

自 己 資 本 総 額  ① － ②        １０５，１９２ 百万円 

 
コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目  ①       １１１，６０５ 百万円 

コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目  ②          ６，４１３ 百万円 

リ ス ク ア セ ッ ト                          ７９７，７３３ 百万円 

自 己 資 本 比 率                            １３．１８％ 

    自己資本比率は１３．１８％となり、引き続き国内基準の４．０％を大きく上回って

おります。 

（６）令和５年度計画について 
 

   ・経 常 収 益  １９７ 億円程度   ・コア業務純益  ４３億円程度 

   ・経 常 利 益   ２９ 億円程度   ・当 期 純 利 益  ２０億円程度 

   ・自己資本比率   １３ ％台     ・不良債権比率   ２ ％台 
 
 



 ＜参考＞ 連結決算の概要  
  ・連結される子会社及び子法人等 
    ひろしんビジネスサービス株式会社 

ひろしん保証サービス株式会社 
ひろしん農業育成投資事業有限責任組合 

   
   ・連結業績  
 
 
 
 
 

 

 

２．役員異動（令和５年６月１９日付） 
  
（１）新任 
 
   非常勤理事  矢野 泉 （広島修道大学学長 職員外理事） 

※ 職員外理事…就任前５年間において、当金庫の理事、職員等 

      ではなかった者 

   常勤監事   藤田 直樹（前 融資管理部長） 

   非常勤監事  藏田 修 （広島総合法律会計事務所 公認会計士） 

 

（２）退任  ※（ ）内は就任予定先 
 
   常勤理事   中村 琢也（一般社団法人中国地区信用金庫協会 常務理事） 

   非常勤理事  市川 太一 

   常勤監事   立岩 和則（株式会社共和保険サービス 代表取締役社長） 

   非常勤監事  赤羽 克秀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［お問い合わせ先］ 経営企画部 広報室 TEL 082－245－0030 

 経 常 収 益         ２０，５４０ 百万円 （前期比  290 百万円減 1.3％減） 

 経 常 利 益          ３，９３５ 百万円 （前期比    47 百万円減  1.1％減） 

 当 期 純 利 益          ２，８３７ 百万円  （前期比   110 百万円減  3.7％減） 

連結自己資本比率   １３．２４ ％  
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